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２００４年度ポリオ集団予防接種日程表（前期）
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無
料
で

ポ
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会　　　場２回目
健康福祉会館（原町田・森野・中町・旭町・玉川学園
・南大谷・高ヶ坂）６月１日（火）
堺市民センター
南市民センター

６月２日（水）
リサイクル文化センター
鶴川市民センター（鶴川・能ヶ谷町・広袴町・広袴・
三輪町・三輪緑山）６月３日（木）
小山市民センター
健康福祉会館（原町田・森野・中町・旭町・玉川学園
・南大谷・高ヶ坂以外）６月７日（月）
成瀬センター
鶴川市民センター（野津田町・小野路町・金井・金井
町・大蔵町・真光寺・真光寺町・薬師台）６月８日（火）
木曽山崎センター
なるせ駅前市民センター

６月９日（水）
リサイクル文化センター

健康福祉会館
６月１０日（木）
６月１４日（月）

※各会場とも、車での来場はご遠慮下さい。
※「成瀬センター」と「なるせ駅前市民センター」は別会場です。
※今回の接種を１回目として受けることも可能です。
※健康福祉会館・鶴川市民センターの混雑を緩和するため、日程ごとに対象地区を設定しまし
た。お子さんの体調等により別の日にすることも可能です。
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６月の母子健康案内　□問 健康課11７２５・５４２２
内　容対　象時　間期　日会　場事業名
快適なマタニテ
ィライフのため
に

１日目

１６～２５週
の妊婦

午後１時３０分
～４時

４日（金）

健 康 福 祉 会 館

母 親 学 級
－４日間
コース－

（申し込み制）

妊娠中の日常生
活と保育、妊婦
体操（実習）

２日目１１日（金）

歯の衛生、生活
と栄養３日目１８日（金）

もく浴法、呼吸
法（実習）４日目

午前１０時
～午後０時３０分

２６日（土）

離乳食の進め方のお話
と試食

４～５
か月児

午前９時５５分
～１１時４５分
受付
午前９時３０分
から

１１日（金）
または
２５日（金）

初
期

健 康 福 祉 会 館
離 乳 食
講 習 会
（申し込み制） 離乳食後期のお話と試

食、歯の話
８～９
か月児１８日（金）後

期

身長・体重測定、保育
相談、栄養相談、母性
相談、家族計画の相談

２か月児
～就学前

受付
午前９時４５分
～１１時３０分
午後１時３０分
～３時

７、１４、２１、
２８日（月）　健 康 福 祉 会 館

乳 幼 児
母 性 相 談

１１日（金）子どもセンターばあん
３日（木）鶴 川 分 館
１６日（水）健康相談室　 忠生
９日（水）堺 市 民 セ ン タ ー
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せ

Ｑ１　なぜ新庁舎を建設するのか。
Ａ　現庁舎は耐震性への不安、防災・災害復興拠点としての機能不足、狭あい、分散化、情報技術（ＩＴ）化対応へ
の限界、駐車場の不足など様々な問題を抱えており、これらを解消するためには、新庁舎の建設が必要であると考
えています。特に耐震性の問題は深刻であり、このままでは、地震により建物に大きな歪みや亀裂が入り、使用で
きなくなる可能性があります。市は、地震などの災害が発生した場合、復旧活動を迅速かつ的確に行う必要があ
り、本庁舎は、災害復興拠点として十分な耐震性能を有することが必要です。

Ｑ２　現庁舎に耐震補強工事を行うことで、建替えは回避できるのでは。
Ａ　現庁舎は、１９９５年に行われた耐震診断の結果、ほとんどの階が基準を満たさず、補強が必要とされました。２００２
年に来庁者や職員の安全確保のための暫定的な応急処置は施していますが、安全基準を満たすためには、耐震壁を
設けたり、柱を補強するなどの本格的な耐震補強工事を必要とし、結果として、今よりも狭あい化が進んでしまい
ます。その上、本格的な耐震補強工事をしても、耐震性能の向上に限界があることがあげられ、専門家からも補強
に否定的な意見が出されています。かかる費用と建物の寿命、使い勝手なども含めて総合的に判断すると、耐震補
強工事は問題を解決する手段とはなりません。

Ｑ３　新庁舎建設によって財政状況が悪化するのでは。
Ａ　庁舎建設を理由として財政状況が悪化することはありません。現在、本庁舎の維持管理費や分庁舎の借り上げな
どにかかる経費は、年間１０億円近くにのぼりますが、庁舎建設の意義は、こうした経費の軽減、解消という点にも
あります。庁舎建設のために借り入れが必要となる地方債（借入金）の償還金の額は、現在の分庁舎の賃借料・管
理料の額を下回ると考えられ、現庁舎をこのまま使い続けるより、移転新築した方が、将来的な財政負担が少なく
て済みます。

Ｑ４　新庁舎建設より先に、他の施策にお金をかけるべきなのでは。
Ａ　Ｑ１でお答えしたように、新庁舎建設は、急を要する問題です。建設による財政負担はＱ３でもお答えしたとお
り、現庁舎をこのまま使い続けるより、移転新築の方が少なくて済みます。庁舎建設の費用を生み出すために、他
の施策の予算を削減することは考えていません。

Ｑ５　新庁舎建設のために５００億円の借金が必要だという噂は本当か。
Ａ　新庁舎の規模を事務室、防災施設、市民利用施設で３４，５００㎡、地下駐車場で５，０００㎡と想定した場合、建設に必
要な費用は、建設費と外構工事費を合わせて１５０億円、その他設計監理料、移転費等に１８億円、合計１６８億円と試算
しています。このうち借金にあたる地方債の借入額は８７億円を予定しており、今後、具体的な設計に入った段階
で、庁舎規模や建設費に多少の変更は生じるものと考えますが、５００億円もの借金をすることなど有り得ません。

Ｑ６　ＩＴ化が進めば、狭あい化や分散化の問題は解消できるのでは。
Ａ　ＩＴ化を進めることによって、事務作業の効率化や経費の節減が期待でき、将来的にはＴＶコミュニケーション
の導入により市民センターとの専門的相談体制の充実も考えています。一方、社会状況の変化や高齢化に伴う対人
サービスの増加、地方分権の進行による業務増も予想されており、ＩＴ化を進めるだけで、狭あい化や分散化の問
題を解消することは困難であると考えています。

Ｑ７　新庁舎を一極集中で建設するより、市民センターを充実した方が良いのでは。
Ａ　新庁舎を建設し、分散している本庁機能を統合することによって、市民の利便性、行政効率の向上が期待できま
す。同時に、今後、市民にとって身近な存在である市民センターについても、地域の実状に応じた相談業務体制の
整備や、ＩＴを活用した取扱業務の拡大などの充実を図っていく予定です。

Ｑ８　なぜ、森野二丁目に庁舎を移転するのか。
Ａ　森野二丁目にある庁舎建設用地は、敷地が広い（１８，０００㎡）ため、設計の自由度が高いことに加え、必要台数分
の駐車場や十分な緑地の確保が可能なこと、１箇所に必要な規模の庁舎を建設できるため、庁舎の分散が解消でき
ること、駅から庁舎に続く歩道があり、より安全に来庁できること、工事期間中に来庁者へ不便をかけないことな
どの理由によります。一方、現庁舎敷地は狭く、分散庁舎が解消しきれないことに加え、段階建設となるため、工
事期間が長く、引越も二度にわたることになります。さらに、工事中は駐車場が使用できません。

Ｑ９　森野二丁目用地に移転することで、交通渋滞が一層悪化するのでは。
Ａ　庁舎の移転により周辺道路の交通量の増加は予想されますが、庁舎建設用地は敷地が広いため、敷地内に駐車待
ちスペースも設けることができ、出入口の分散、導入車線の整備など、来庁する自動車による渋滞を回避するため
の対応が行いやすいと考えられます。

Ｑ１０　現庁舎跡地利用はどう考えているのか。
Ａ　今後、地元町内会自治会や商店会を始め、各方面からお聞きした意見を参考にしながら検討していくことになり
ます。

庁舎建設用地案内図

町田バスセンター�
から500ｍ�

庁舎建設用地�
18,000㎡�

現庁舎敷地�
8,800㎡�

本庁舎の移転先となる森野二丁目の庁舎建設用地については下図をご覧下さい。


